令和4年度　第2回常任理事会議事録
開催日時：令和5年2月25日（土）　13:00～16：00　
開催場所：山口県総合保健会館　栄養指導室
出席者：三輪光良　大平知之　小池正紘　齋藤茂治　佐野裕一　山本公志
Web出席者：河村裕介　峯重正紀
欠席者：　なし
　以上、定款第35条・38条の規程により構成員の過半数の出席で常任理事会は成立。会長 三輪光良が議長となり、定款第35条に基づく出席者の中より、議事録作成人として山本公志常任理事、議事録署名人として小池正紘副会長と佐野裕一常任理事を選出した後、次の議案を付議した。
1. 第79回総会について
三輪会長：現在、下関担当理事に準備を進めてもらっている。基本的には現地で開催すると理事会で決定している。新型コロナウィルスに関しても5類に引き下げられることが決まったので、現地とWebを使用したハイブリッド開催とする。
三輪会長：前日の役員会は通常通り行うが、その後の懇親会はなしということに前回理事会で決定した。
大平副会長：現地開催ということは、人数制限をしないということか。
三輪会長：そういうことだ。
三輪会長：委任状に関しては、昨年同様にはがき形式の委任状を抄録集につけて会員に配布することとする。
大平副会長：学術発表の演題は集まっているか。
峯重常任理事：まだ抄録をいただいたものはないが、発表するという人は聞いている。
三輪会長：発表に関しては、早急にもう一度周知した方がよい。
第79回総会学術大会の開催方法について、現地開催とWeb配信のハイブリッド方式とする。委任状は昨年と同様にはがき形式のものとする。
2. 令和5年度　理事会　常任理事会　日程について
三輪会長より資料をもとに来年度日程について説明された。
全員一致で賛成

令和5年度の理事会、常任理事会日程について第6回理事会の議題とする
3. 令和5年度　事業計画について
三輪会長より資料をもとに来年度事業計画について説明された。
三輪会長：県が開催していた健康フェスタというイベントがあった。当会もそれに協力していたので、事業に健康フェスタを加えた。しかし、現在、県はそのイベントを行っていない。県からの管轄が外れたため、「健康フェスタ」という名称を「レントゲン週間」に変更したい。「レントゲン週間」は、JARTがおこなっているイベントで、その名称に合わせるということだ。
全員一致で賛成
三輪会長：会誌の発行について、1回減らすということでよいか。
佐野常任理事：はい。
三輪会長：運動競技会について、来年度開催をどうするか。新型コロナウィルスが5類になれば中止にする理由はなくなる。
大平副会長：再開する方向でよいのではないか。
齊藤常任理事：開催日は例年だと学会（CSFRT）が終わった後になる。来年度だと11月23日か26日くらいになると思う。
三輪会長：その日程だと、告示研修（実技研修）を企画しているので無理だ。
大平副会長：その後だと、告示研修のため日程をずらした秋季講習会がある。
齊藤常任理事：準備担当地域は周南地域となる。冷房を使用すると会場費が高くなるので、10月か11月がよいと思う。
三輪会長：11月25日と12月3日に事業が入っているので、それ以外の日でないと無理だ。来年度は、CSFRTの開催が山口県でおこなわれること、告示研修（実技研修）が行われていることで、無理をせず運動競技会の開催を見合わせたい。しかし再来年度には是非再開したい。
全員一致で賛成

三輪会長：医療監視員について、徳山中央病院の吉永憲正会員が西本　司会員に代わる。県立総合医療センターの伊藤　弘会員から安井謙一郎会員に代わる。梅田会員、江川会員、荒田会員、大下会員については継続でお願いする。吉永会員から引き継ぎのため今回は2名で行きたいと申し出があったため、県に問い合わせ了承を得た。
現在、医療監視員の所属地域は、周南市1名、防府市1名、宇部市2名、長門市1名、岩国市1名になっている。将来的には山口地域から1名お願いできればと考えている。
三輪会長：CS9について、CS9は女性診療放射線技師活躍推進班のことだが、他県の会長から、女性はすでに活躍しているのだからこの名称は相応しくないとの意見が出された。女性、男性関係なく業務改善を行うような会に変わるようである。CSRTでCS9のセミナーがあり、県立総合医療センターの河野会員にお願いしている。
三輪会長：組織の見直しについて、組織の見直しをしたいと考えている。常任理事の下に地域理事をそれぞれ2名ずつ付けて、それぞれの委員会を作りたいと考えている。これに限らず組織を見直し、仕事の引き継ぎが容易にできるような体制にしたいと考えている。
河村常任理事：経理委員会を作ってもらえると大変助かるのでよいと思う。
令和5年事業計画について第6回理事会の議題とする
4. 事業の見直しについて
三輪会長：定款の第4条【事業】について「（4）前条の趣旨を目的とした図書印刷物の刊行」があるが、支出削減のため印刷物を減らす方向にある。将来的に前条の趣旨を目的とした図書印刷物をホームページで代行できるようにしていきたい。事業にあげているため会誌印刷を全てなくすことはできない。
河村常任理事：ホームページを使って印刷物の代わりに会誌を掲載するのか。
三輪会長：現状はそこまでしなくてもよいと考える。将来的に会誌の印刷をやめるのであれば定款の改正をしなければならない。
三輪会長：事業計画の中で、技師長研修会であったり、線量計の校正事業であったり、開催できていない事業があるのだが、来年度はまだ開催するのは難しいかもしれない。再来年度事業には復活させたい。
小池副会長：技師長研修会は、経費もかからないので来年度でもできるのではないか。
三輪会長：内容の企画などあるので、すぐには開催できない。
小池副会長：どういった情報を共有したいのかを話し合えばよいのではないか。
三輪会長：第１回は、顔見せ程度で連絡のネットワーク構築することを目的とする会としたい。
大平副会長：各施設長が現在知りたい内容は、「医療監視について」ではないか。
三輪会長：事前に質問を上げてもらい、話合うくらいでもよい。日程はどうするか。
小池副会長：継続的に続けるのであれば4月か5月がよいのではないか。新しく技師長になる方がいれば、不安なことが多いと思うので皆でアドバイスができればよい。
三輪会長：6月24日の理事会のあとで第1回技師長研修会を開きたい。場所は未定。これを事業計画に入れることとする。
三輪会長：線量計の校正事業はどうするか。
大平副会長：技師長研修会で意見を集めてみてはどうか。
三輪会長：技師長研修会で聞いてみることとする。
小池副会長：ホームページに協賛を募ってもよいのか。現在、会誌に協賛してもらっている企業は、会誌とホームページと２つ協賛してもらうことは難しいと思う。会誌に協賛してもらっているメーカーは追加で協賛をしてもらうことはできない。現在、来年度のCSFRTに向けて協賛をお願いしている企業があるので、ホームページの協賛に協力していただけるよう頼んでみる。
三輪会長：計画としては、健康フェスタをレントゲン週間に名称を変更する。技師長研修会を開催する。会誌を1回減らし、内容をホームページに移行する。運動競技会は、なしとする。

事業の見直しについて第6回理事会の議題とする
5. 令和5年度　事業支出計画について
河村常任理事より資料をもとに事業支出計画について説明された。
河村常任理事：ホームページリニューアル費用をどこから捻出するかとか、今後ホームページの管理をどうしていくかを考えなくてはならない。
河村常任理事：ホームページリニューアルを予算化するにあたり、どの費用を崩して充てるかを次回理事会で提案としなければならない。特別予算を組む形としたい。
三輪会長：次回理事会では、100万円予算を作り、それをホームページリニューアルに充てる。会誌発行を1回減らし、その内容をホームページに掲載する方向としたい。そうすることで将来的に支出削減につながるということを話したい。
河村常任理事：ホームページで何をするか具体的に検討したのち、業者を含め打ち合わせができたらと思う。

大平副会長：本来は、会誌の発行を全て止め、ホームページに費用を移行するのが理想だが、今はどちらにもお金がかかってしまうので財政的に苦しくなってしまう。
三輪会長：今回は移行期として、1回会誌の発行をやめるとどうなるかということで事業支出計画を出してもらっている。今後はホームページをリニューアルしたうえで、会誌の発行やホームページ運営についてなど議論していきたい。
大平副会長：ホームページリニューアル委員を決めて話し合いを持った方がよい。
小池副会長：現在ホームページを運営している人のことが心配なので、井上会員を交えて話し合いをした方がよい。
大平副会長：井上会員に理事会に来ていただいて話をしてはどうか。
三輪会長：私の方から一度メールにて、こういう状況になっていると近況報告したい。
令和5年事業支出計画について第6回理事会の議題とする
ホームページリニューアルについて第6回理事会の議題とする
ホームページリニューアル委員会の発足
6. その他　講習会について
峯重常任理事：コロナ禍の中、すべての講習会をWebで行ったため、一般会員は約3年会場に集まっていない。今後は会員の会場参加を認めるような方針でよいのか。
三輪会長：今後はハイブリッド方式で行いたい。一般会員がどんどん離れていくと今後の会運営に問題が出る。現地に参加して勉強していただきたい。
峯重常任理事：ハイブリッド方式にすると、zoomを管理している大平副会長の負担が多くなると思うが。
三輪会長：それについては現場にお任せしたい。今回Web開催がうまくいき、今まで参加されていなかった会員の名前を見るようになった。そういった会員を切り捨てることはできない。
峯重常任理事：夏季講習会はハイブリッド方式で一般会員も会場に来られるよう準備をしたい。
三輪会長：イベントの参加制限も撤廃されたので大丈夫だ。
大平副会長：夏季講習会は講師を呼んでいるので、一般会員に会場に来ていただいた方がよい。
今後の講習会をWebと会場参加のハイブリッド方式とする
7. その他　会員からの意見について
峯重常任理事：会員からクリニック等、診療放射線技師がいない施設の撮影線量の管理を技師会と機器メーカーと共同で考えたらよいのではという意見があった。
第6回理事会の検討議題とする
8. その他　会費免除について
三輪会長：岩国みなみ病院の渡邉厚巳元副会長より10万円いただいた。会費納入、入会金及び免除に関する規程　第７条【会費の免除】（４）６０歳以上の会員で１００，０００円以上寄付した者にあたるので、渡邉厚巳会員を会費免除とする。
河村常任理事：予算に反映させたい。
会費免除の報告
一般社団法人山口県診療放射線技師会　令和4年度　第2回常任理事会
議事録作成人　山本　公志
会長      三輪　光良
議事録署名人　 小池　正紘
議事録署名人　 佐野　裕一
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